


Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
�デジタルハリウッド大学は、デジタルコンテンツ（3DCG/VFX、VR/AR、ゲーム、映像、グラフィック、Webデザイン、メディアアート、プログラミング等）と企画・コミュニケーション（ビジネスプラン、マーケティング、広報PR等）を産業界の第一線で活躍する教員から幅広く学べる、1学部1学科の大学です。構造改革特区により設置された株式会社立大学であり、2005年度より開設。





Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
デジタルハリウッド大学は創造的で国際社会に貢献できる人材を育成するために、�「すべてをエンタテインメントにせよ！」の精神に共感する人を国内外から広く受け入れます。
加えて、次のような人を学生として歓迎します。
デジタルコミュニケーションの利活用により人類社会へ貢献する意欲のある人
他者の生み出したものをリスペクトできる人
自らの良心に従って物事を判断しようとする人
ひとりの地球人として異なる文化を尊重し、国際社会と関わりを持とうとする人










コロナ禍収まらない
中、授業を円滑に進

める方法。

オンライン授業をた
だの対面授業の代
替ではないものへ。

ZOOM授業での顔
出し強要ができない

問題。

交流の機会が減っ
た学生に、もっと楽
しく交流を提案でき

ないか。

メタバースを活用す
ることができる人間

になる。
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資料が読みにくい。

メモできない。

HMDが重い。 VR酔い。
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プレゼンテーションのノート
ほかのアプリを使用せずに授業を行うことができる機能を用意



フタ絵を使うと、自分のカメラをメッセージで
ふさぐことができるよ。

話したことが字幕に！あとからテ
キストをダウンロードも。

細かい設定はここから！

アバターの選択や追加がで
きるよ！

画面にフィルターを書ける
ことができます。

スタンプを使ってコミュニ
ケーションをしよう！

ZOOMの画面に枠を追加で
きます。

背景の設定を行います。追
加もできます。

フタ絵の設定を行います。
追加もできます。

Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
1．アバターの着脱（オリジナルアバターも大丈夫）、
　　2．スタンプ、3．蓋絵、4．文字起こし、5．フィルター、6．背景、7．顔認証
　　※話せる範囲で
　・（活用事例）教員目線でどのような効果が得られたのか。beCAMing（アバター）　　導入前と導入後でどのように変わったか。
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著しい変化に注目。
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ほかの学生も、それぞれ自分のアバターにストーリーや意味を持たせ始めた。
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プレゼンテーションのノート
アバターは、「なりたい自分になれる」感覚からさらに本人の心理状況を表すところまで来ているのではないか。






Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
河野太郎アバターや大阪市長アバターなどを作った事例有。









アバター生成 アバター利用

メタバースとZOOMとリアルとの
ハイブリッドな授業環境の実現
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https://academy.dhw.co.jp/contact/

すでにいくつかの大学の先生方とプロジェクトがスタートしております。
「お問い合わせ種別」から「beCAMing」を選択して、お問い合わせください。











デザイナー
Web

デザイナー
ディレクター

SNS構築

動画コミュニ
ティ構築

VR/ARディレ
クター

Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
1998年通産省によるeコマース実験用ショッピングモールをVRで制作したのが最初のVR体験。2014年360度映像の撮影と編集、閲覧ソフトウェアの制作・コンテンツ制作を行い、アフリカ支援会議など海外での総務省による日本紹介に提供。
2018年VRとARをつなぐコンテンツ「イグドラシル」を制作、SXSWで発表。�360度カメラ用ドリーをドイツで開催されるCebitにて日本代表の一社として展示。�文化庁採択の多言語事業にて、運慶作の仏像をVR空間で再現し、発願体験が可能なVRコンテンツをはじめとするWeb、アプリ、ARコンテンツをワンストップで提供。
VRとリアルをつなぐということ、「メタバースで生きる」をテーマに大学の授業と自社コンテンツの開発を続け、NICECAMERAを発表し、2020年茨城デジタルソフトウェアコンテンツ大賞優秀賞を受賞。2021年異能ベーションジェネレーションアワードノミネート受賞。�大学では授業をメタバースとアバターでのみ行い、学生は素顔をほとんど知らない。







PCとカメラだけで簡単にZOOMに
メタバース空間を作ることができる。

オンラインミーティングや授業など
の問題を解決。
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